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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の表示部と、
　第二の表示部と、
　光源と、
　前記光源からの光を入射する入射面、前記第一の表示部を照明するための光が出射する
第一の出光面、及び、前記第二の表示部を照明するための光が出射する第二の出光面を有
する導光体と、
　前記第一の表示部と前記第一の出光面の間に設けられた、前記光源からの光の波長成分
で励起して前記光源の光とは異なる第一の波長成分の光を発光する第一の蛍光体と、第一
の透明ビーズとが分散された蛍光体分散層と、
　前記第一の表示部と前記蛍光体分散層の間に設けられた、第二の透明ビーズが分散され
た透明樹脂層と、を備え、
　前記第一の表示部と前記第二の表示部が異なる色の光で照射されることを特徴とする表
示装置。
【請求項２】
　前記光源が、発光素子と、前記発光素子が発した光で励起して第二の波長成分の光を発
する第二の蛍光体が添加された封止樹脂を備えることを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項３】
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　前記蛍光体分散層は、前記光源から発生した光と前記第一の波長成分の光を混合するこ
とにより白色光とすることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記発光素子が青色ＬＥＤであり、前記第二の蛍光体が赤色蛍光体であり、前記第一の
蛍光体が緑色蛍光体であることを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　蛍光体分散層がＰＥＴフィルムで挟まれて蛍光フィルムを構成することを特徴とする請
求項１～４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第二の出光面と前記第二の表示部の間に、顔料または蛍光体が分散された層を有す
るフィルタ、あるいは、前記光源が発光する光の色成分のうち特定色の色成分光をカット
する特定色光カットフィルタを備えたことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記
載の表示装置。
【請求項７】
　前記第一の表示部と、前記第二の表示部が、前記導光体を挟んで対向するように設けら
れたことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載された構成の表示装置を、表示部に組み込んだことを特
徴とする折り畳み型の携帯電子機器。
【請求項９】
　光源と、
　前記光源で発生した光が入射面から入射されると、第一の出光面と第二の出光面から光
を出射する導光板と、
　前記第一の出光面から出射した光の光路中に配置され、前記光源からの光の波長成分で
励起して前記光源の光とは異なる第一の波長成分の光を発光する第一の蛍光体と、第一の
透明ビーズとが分散された蛍光体分散層と、
　前記蛍光体分散層の外方に設けられた、第二の透明ビーズが分散された透明樹脂層と、
を備え、
　前記第一の出光面と前記第二の出光面から観察する光の色が異なることを特徴とする照
明装置。
【請求項１０】
　前記光源は、青色光で励起して赤色成分の光を発する赤色蛍光体が添加された樹脂で青
色ＬＥＤを封止した構成であり、
　前記第一の蛍光体が緑色蛍光体であり、蛍光体分散層がＰＥＴフィルムで挟まれて蛍光
フィルムを構成することを特徴とする請求項９に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数の表示部が設けられた表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話やコンピュータ，携帯情報端末，ゲーム機などの各種の電子機器の表示装置と
して、液晶表示装置が広く用いられている。液晶表示装置の種類としては、反射型、透過
型、半透過型がある。上述した携帯電話など、携帯型の電子機器の表示装置としては透過
型や半透過型の液晶表示装置が多用されている。液晶表示パネルは非自発光型の表示素子
であるため、透過型や半透過型の液晶表示装置には、照明装置（バックライト）が必要で
ある。
【０００３】
　携帯電話では、いわゆる折り畳み型というタイプ（フリップタイプ）がある。図５に、
この折り畳み型の携帯電話を模式的に示す。図５（ａ）は開いた状態を示し、図５（ｂ）
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は折り畳んだ状態を示している。図示するように、このタイプの携帯電話は、複数のボタ
ンが配設された本体部０１と表示部０２が、蝶番０３により連結されており、本体部０１
に対して表示部０２が開閉するようになっている。表示部０２には、見開き側に配置され
たメインの液晶表示パネル０４と、折り畳み時に外側に配置されるサブの液晶表示パネル
０５が備えられている。つまり、表示部０２では、メインの液晶表示パネル０４とサブの
液晶表示パネル０５が背中合わせ状態に配置されている。そして、メインの液晶表示パネ
ル０４とサブの液晶表示パネル０５を、それぞれ背面側から照明するために、メイン用の
照明装置とサブ用の照明装置がそれぞれ設けられることがある。
【０００４】
　このように、メインとサブの液晶表示パネルを、それぞれ別々の照明装置により照明す
るようにした場合には、２つの照明装置が必要であるため、コストが増加すると共に部品
点数が多くなり、重量増加や大型化してしまうという問題が生ずる。そこで、メインとサ
ブの液晶表示デバイスを、１つの照明装置により照明するように構成して、薄型化を図っ
た製品も主流になりつつある。このような製品では、メインの液晶表示パネルとサブの液
晶表示パネルの間に１枚の導光板が配置されている。そして、発光ダイオードから導光板
の側面に光を入射し、この入射した光を、導光板の上面側出光面（メイン液晶表示パネル
側の面）と、導光板の下面側出光面（サブ液晶表示パネル側の面）から出射して、メイン
とサブの液晶表示パネルを照明している。このとき、大型のメイン液晶表示パネルに照射
される光量を、小型のサブ液晶表示パネルに照射される光量よりも多くするため、導光板
とサブ液晶表示パネルの間に、光の一部を透過して一部を反射する半透過反射シートを配
置することもある（例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００４－８７４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　メインとサブの液晶表示パネルを１つの照明装置を用いて照明する構成では、一枚の導
光板から両面出光するため、バックライトの色としてはメインとサブが同じ色となる。通
常、バックライトの色（即ち、照明装置から発生する光の色）は白色である。これは、カ
ラー液晶表示パネルは、白色のバックライトで照明されることにより、最適なカラー表示
ができるからである。
【０００６】
　しかしながら、メインの液晶表示パネルにはカラーの液晶表示パネルを用いるが、サブ
の液晶表示パネルにはモノクロの液晶表示パネルデバイスを使用いることもある。このよ
うな場合には、サブの液晶表示パネルは、当然ながら、モノクロ表示しかできず、表示画
面に有彩色の表示はできない。携帯電話の本体部や表示部のケースはカラフルに着色して
いるにもかかわらず、サブの液晶表示パネルの表示がモノクロ表示となって有彩色の表示
ができないのでは、商品として見劣りがすることがある。商品としての見栄え（デザイン
性）をよくするには、モノクロの液晶表示パネルに、単色でもよいから有彩色の色が付い
ていることが有効である。
【０００７】
　そこで、本発明は、メインのカラー液晶表示パネルとサブのモノクロ液晶表示パネルを
１つの照明装置で照明する電子機器において、モノクロタイプの液晶表示パネルにも色味
をつけた表示ができるような両面表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の照明装置は、蛍光体を励起する波長を含んだ光を発
生する光源と、光源で発生した光が入射面から入射されると、第一の出光面と第二の出光
面から光を出射する導光板と、第一の出光面から出射した光の光路中に配置され、光源か
ら発生した光と混合することにより白色光となる色成分の光を発生する蛍光体を含んだ白
色化フィルムと、を備えることとした。
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【０００９】
　そして、蛍光体を励起する波長を含んだ光を発生するＬＥＤ素子を、透明な封止樹脂で
封止してなる光源を用い、この光源からの光が側面に入射されると、上面である第１の出
光面と下面である第２の出光面から光を出射する、透明樹脂により板状に形成された導光
板と、第１の出光面から出射した光が透過する位置に配置されるとともに発光ダイオード
から発生した光と混合することにより透過して出て行く光を白色光とする色成分光の光を
発生する蛍光体を備えた白色化フィルムとを有することを特徴とする。
【００１０】
　また、蛍光体を励起することができる波長を含んだ光を発生する発光素子を、蛍光体が
添加された透明な封止樹脂にて封止してなる光源と、透明樹脂により板状に形成されてお
り、光源で発生した光が側面に入射されると、上面である第１の出光面と下面である第２
の出光面から光を出射する導光板と、第１の出光面から出射した光が透過する位置に配置
されると共に、発光ダイオードから発生した光と混合することにより透過して出て行く光
を白色光とする色成分光の光を発生する蛍光体を備えた白色化フィルムとを有することを
特徴とする。さらに、白色化フィルムは、蛍光体と透明ビーズとが分散混入した蛍光体分
散層を有することとした。また、第２の出光面から出射した光が透過する位置に、顔料ま
たは蛍光体を分散した層を有するフィルタ、または特定色の色成分光をカットする特定色
光カットフィルタを備えることとした。また、発光素子として、４５０～４７０ｎｍをピ
ーク波長とする青色の光を発生するＬＥＤ、または、近紫外光を発生するＬＥＤを用いる
こととした。
【００１１】
　また本発明の表示装置の構成は、メインのカラー液晶表示パネルとサブのモノクロ液晶
表示パネルとが、間隔を空けて背中合わせ状態で配置され、メインの液晶表示パネルとサ
ブの液晶表示パネルとの間に、第１の出光面がメインの液晶表示パネルの背面に対面する
と共に第２の出光面がサブの液晶表示パネルの背面に対向する状態に両面照明装置を配置
したことを特徴とする。このような両面表示装置を、折り畳み型の携帯電子機器の表示部
に組み込むことができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、単一種の光源と一枚の導光板を利用して複数色の照明光を得ることが
できる。そのため、単一種の光源と一枚の導光板を用いて、複数の表示部を異なる色で照
明することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の照明装置は、蛍光体を励起する波長を含んだ光を発生する光源と、光源で発生
した光が入射面から入射されると、第一の出光面と第二の出光面から光を出射する導光板
と、第一の出光面から出射した光の光路中に配置され、光源から発生した光と混合するこ
とにより白色光となる色成分の光を発生する蛍光体を含んだ白色化フィルムと、を備えて
いる。このような構成により、単一種の光源と一つの導光板を用いて、第一の出光面側を
白色で照明し第二の出光面側を他の色で照明することができる。
【００１４】
　このとき、光源は、蛍光体を励起する波長を含んだ光を発生する発光素子と、発光素子
が発した光で励起して異なる波長成分の光を発する蛍光体が添加された透明樹脂を備えて
いる。
【００１５】
　また、白色化フィルムが、蛍光体と透明ビーズとが分散混入された蛍光体分散層を有す
ることとした。そのため、光源からの光の一部が必ず透明ビーズを透過することとなるの
で、光源の光の色のまま白色化フィルムを透過する率が高くなる。そのため、輝度が向上
するとともに、この白色化フィルムを透過した光の色が確実に白色光となる。
【００１６】
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　次に、本発明の表示装置は、第一の表示部と、第二の表示部と、光源と、光源からの光
を入射する入射面、第一の表示部を照明するための光が出射する第一の出光面、及び、第
二の表示部を照明するための光が出射する第二の出光面を有する導光体と、を備え、第一
の表示部と第一の出光面の間に、光源からの光の波長成分で励起して発光する光変換手段
が設けられている。これにより、第一の表示部と第二の表示部を異なる色の光で照明する
ことができる。すなわち、単一種の光源と一つの導光体を用いて、異なる色で複数の表示
部を照明することができる。ここで、光源は、蛍光体を励起する波長を含んだ光を発生す
る発光素子と、発光素子が発した光で励起して異なる波長成分の光を発する蛍光体が添加
された透明樹脂を備えている。
【００１７】
　ここで、第一の表示部がカラーフィルタを有するカラー液晶表示素子に設けられ、第二
の表示部がモノクロ表示を行なう液晶表示素子に設けられ、光変換手段が光源からの光を
変換して白色光をカラー液晶表示素子に照射することができる構成とした。これにより、
単一種の光源と一つの導光板を用いて、カラー液晶表示素子には色再現性の高い表示を実
現するための照明を行なうとともに、モノクロ表示を行なう液晶表示パネルを着色光で照
明することが可能になる。このとき、光変換手段は、光源からの光に励起して光源の光と
は異なる色成分の光を発生する色蛍光体を備えており、光源からの光と、光源の光とは異
なる色成分の光とを混合することにより白色光が作製される。
【００１８】
　さらに、第二の出光面と第二の表示部の間に、顔料または蛍光体が分散された層を有す
るフィルタ、あるいは、光源が発光する光の色成分のうち特定色の色成分光をカットする
特定色光カットフィルタを設けた。このような構成によれば、光源の発光色によらず、任
意の色で第二の表示部を照明することが可能になる。例えば、カラーフィルタを用いた液
晶表示装置に最適な白色光を得るために、光源と光変換手段がいくつかの組み合わせに限
られることが考えられる。このような場合でも、第二の出光面と第二の表示部の間に前述
のフィルタを用いることにより、光源の色とは異なる色の照明を第二の表示部に行うこと
ができる。
【００１９】
　以下に本発明の実施例を図面に基づき詳細に説明する。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本実施例に係る両面表示装置を模式的に示す断面図である。図示するように、
両面表示装置１００のケース１０１には、一方にメインのカラー液晶表示パネル１１０が
配置され、他方にサブのモノクロ液晶表示パネル１１１が配置されている。つまり、メイ
ンの液晶表示パネルとサブの液晶表示パネルが、間隔を空けて背中合わせ状態で配置され
ている。ここでは、メインの液晶表示パネルの面積に比べて、サブの液晶表示パネルの面
積の方が狭くなっている。両液晶表示パネル１１０，１１１の間には、平面型の両面照明
装置２００が設けられている。
【００２１】
　両面照明装置２００の導光板２１０は、アクリルやポリカーボネートなどの透明樹脂で
形成した矩形の板状部材であり、その上面（第１の出光面）２１１がメインの液晶表示パ
ネル１１０の背面に対面し、その下面（第２の出光面）２１２がサブの液晶表示パネル１
１１の背面に対面している。しかも、導光板２１０の上面及び下面の面積は、メインの液
晶表示デバイス１１０の表示面と略同面積となっている。
【００２２】
　また、両面照明装置２００にはＬＥＤ素子をパッケージした光源２２０が用いられてい
る。この光源２２０は導光板２１０の側面に対向して配置されている。図２にこの発光ダ
イオード２２０の詳細構造を示す。同示するように、本実施例による光源２２０は、ケー
ス２２１内に配置されたＬＥＤ素子２２２を、赤蛍光体２２３が添加されたシリコンやエ
ポキシなどの透明な封止樹脂２２４にて封止して構成されている。なお、ＬＥＤ素子を駆
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動するために導線２２５が設けられている。
【００２３】
　ＬＥＤ素子２２２は、ＩｎＧａＮ系やＧａＮ系の発光素子であり、青色の光（４５０～
４７０ｎｍをピーク波長とする光）を発生する。赤蛍光体２２３は、赤色の光を発光する
蛍光体であり、具体的には、ＣａＳ：ＥｕやＳｒＳ：Ｅｕ等の硫化物にユーロピウムをド
ープしたものや、ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕのような窒化物系蛍光体や、有機系着色樹脂微
粉末を採用する。このような材料を使用した赤蛍光体２２３は、ＬＥＤ素子２２２から青
色の光が照射されると、この青色光により励起されて、赤色の光（蛍光）を発生する。こ
のように、この光源２２０は、ＬＥＤ素子２２２が青色の光を発生し、赤蛍光体２２３が
赤色の光を発生するため、光源２２０全体としては、紫色の紫色光Ｌ１を発生する。
【００２４】
　図１に戻り説明を続けると、光源２２０から発生した紫色光Ｌ１は、導光板２１０の側
面に入射し、導光板２１０内を進行して出光面である上面２１１と下面２１２から出射さ
れる。導光板２１０の上面２１１と、メインの液晶表示パネル１１０との間には、蛍光フ
ィルム（白色化フィルム）２３０が配置されている。更に、蛍光フィルム２３０とメイン
の液晶表示パネル１１０との間には、輝度を向上させるための２枚のプリズムシート２４
１，２４２が配置されている。
【００２５】
　蛍光フィルム２３０は、導光板２１０の上面２１１から出射されてきた紫色光Ｌ１１が
透過することにより、フィルムを透過して出て行く光Ｌ２の色を白色とする機能を有する
白色化フィルム（光波長変換フィルム）である。この蛍光フィルム（白色化フィルム）２
３０の一具体例を図３に示す。図示するように、この蛍光フィルム２３０は、ＰＥＴ（ポ
リエチレンテレフタレート）フィルム２３１の上面に、アクリル等の透明樹脂（蛍光体分
散層）２３４を印刷形成し、この透明樹脂２３４の上面にＰＥＴフィルム２３５を配置し
、更に、ＰＥＴフィルム２３５の上面に、透明ビーズ２３６を分散混入したアクリル等の
透明樹脂２３７を印刷形成して構成されている。
【００２６】
　しかも、透明樹脂（蛍光体分散層）２３４には、緑蛍光体２３２と透明ビーズ２３３を
分散混入している。緑蛍光体２３２は、例えばＳｒＧａ２Ｓ４：ＥｕやＣａＳｒＧａ２Ｓ

４：Ｅｕや有機系着色樹脂微粉末等であり、青色成分光が照射されると緑色の光を発生す
る。このため、蛍光フィルム２３０から出て行く光Ｌ２は、紫色光（青色成分光と赤色成
分光よりなる光）Ｌ１－１と、緑蛍光体２３２から発生した緑色成分光とが混合した光で
あるため、白色光となる。
【００２７】
　なお紫色光Ｌ１－１のうち赤色成分光は、透明樹脂２３４中の緑蛍光体２３２に当たる
と、この緑蛍光体２３２に吸収されたり、反射されたりする。このため、仮に、透明樹脂
２３４中に透明ビーズ２３３を分散混入させずに、緑蛍光体２３２のみを分散混入したと
すると、透明樹脂２３４を透過してくる赤色成分光が大きく減少してしまい、蛍光フィル
ム２３０を透過してきた光が白色光にならない場合もある。本実施例では、透明樹脂２３
４中に透明ビーズ２３３も分散混入しているため、赤色成分光の一部は、この透明ビーズ
２３３の部分を通って通過するため、赤色成分光の透過率が向上する。このため、蛍光フ
ィルム２３０を透過してきた光の中で赤色成分光の割合が少なくなることを防止でき、蛍
光フィルム２３０を透過してきた光が白色光になると共に、この白色光Ｌ２の輝度が向上
する。
【００２８】
　また、透明樹脂２３７には透明ビーズ２３６を分散混入しているため、白色光Ｌ２の拡
散性及び分散性が向上して輝度の均一化を図ることができる。
【００２９】
　なお、蛍光フィルム（白色化フィルム）としては、図３に示す構成のものに限らず、蛍
光体を分散配置した蛍光体分散層を少なくとも有しており、この蛍光体で発した光の色成



(7) JP 4751269 B2 2011.8.17

10

20

30

40

50

分光と、蛍光フィルムに入射してくる光の色成分光とが混合されることにより、当該蛍光
フィルムを透過して出て行く光が白色光となるような構成となっていれば、他の構成部分
はなくてもよい。
【００３０】
　再び図１に戻り説明を続けると、蛍光フィルム（白色化フィルム）２３０を透過してき
た白色光Ｌ２は、２枚のプリズムシート２４１，２４２を透過することにより輝度が向上
し、カラータイプの液晶表示パネルを背面から照明する。
【００３１】
　また、導光板２１０の下面２１２とサブの液晶表示パネル１１１との間には、半透過反
射板２５０が配置されている。更に、この液晶表示パネルと半透過反射板２５０との間に
は、輝度を向上させるための２枚のプリズムシート２４３，２４４が配置されている。
【００３２】
　半透過反射板２５０は、導光板２１０の下面から半透過反射膜２５０に入射した紫色光
Ｌ１－２の一部を反射し、残りの一部を透過させる機能を有している。この半透過反射板
２５０で反射した光は再び導光板２１０に入射して、その後に、上面２１１または下面２
１２から光Ｌ１－１、Ｌ１－２として導光板２１０から再び出射する。このため、半透過
反射板２５０は、表面積の大きいメイン側の輝度を向上するのに貢献する。一方、半透過
反射板２５０を透過した紫色光Ｌ１－２は、２枚のプリズムシート２４３，２４４を透過
することにより輝度が向上し、モノクロの液晶表示パネル１１１の背面を照明する。
【００３３】
　上述したように、実施例１では、発光ダイオード２２０から出射した紫色光Ｌ１は、導
光板２１０の側面に入射し、導光板２１０の上面２１１及び下面２１２から紫色光Ｌ１－
１，Ｌ１－２として出射される。このうち、紫色光Ｌ１－１は、蛍光フィルム２３０を透
過することにより緑色成分光が付加されて、白色光Ｌ２となり、この白色光Ｌ２がメイン
のカラータイプの液晶表示パネル１１０を背面側から照明する。カラータイプの液晶表示
パネル１１０は白色光によりバックライト照明されることにより、最適な色を表示するこ
とができる。
【００３４】
　一方、紫色光Ｌ１－２は、半透過反射板２５０を透過して、サブのモノクロの液晶表示
パネル１１１を背面側から照明する。このとき、サブの液晶表示パネル１１１は、モノク
ロ表示するものであるが、紫色光Ｌ１－２により紫色で照明されるため、サブ液晶表示パ
ネルの表示面は面全体が紫色となり、デザイン性が向上して見栄えがよくなる。つまり、
廉価で消費電力の少ないモノクロタイプの液晶表示パネル１１１を使用していても、サブ
側においても単色ではあるが色付（有彩色の色付）の画面表示ができる。したがってモノ
クロタイプの液晶表示装置であっても、例えば、携帯電話の表示部１００の外側の色とサ
ブの液晶表示装置の発色を同じ色に合わせるなどのデザイン設計を行うことができる。こ
のように、本発明の両面表示装置では、両面照明装置の一方の面から出射した白色光によ
りカラータイプの液晶表示パネルをバックライト照明することができるので、カラー液晶
表示パネルの最適な色表示ができる。また両面照明装置の他方の面から出射した有彩色光
によりモノクロタイプの液晶表示パネルをバックライト照明することができるので、モノ
クロ液晶表示パネルにおいて有彩色表示ができるようになった。
【実施例２】
【００３５】
　図１に示した実施例１において、更に、半透過反射板２５０とサブの液晶表示パネル１
１１との間に、青色光カットフィルムを配置すれば、赤色の光によりサブの液晶表示パネ
ル１１１をバックライト照明してこのサブ液晶表示パネルを赤色の画面表示とすることが
できる。また、半透過反射板２５０とサブの液晶表示パネル１１１との間に、赤色光カッ
トフィルムを配置すれば、青色の光でサブの液晶表示パネル１１１をバックライト照明す
ることとなり、サブの表示パネルを青色の画面表示とすることができる。
【００３６】
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　また、半透過反射板２５０とサブの液晶表示パネル１１１との間に、蛍光体を分散した
層を有するフィルムや、顔料を分散した層を有するフィルムを配置することにより、サブ
の表示パネルを任意の色（有彩色）の光によりバックライト照明して、このサブ表示を任
意の色の画面表示とすることができる。
【実施例３】
【００３７】
　実施例１では、ＬＥＤ素子２２２が青色を発光し、封止樹脂２２４に添加した赤蛍光体
２２３により赤色を発光し、蛍光フィルム（白色化フィルム）２３０により緑色を発光す
ることにより、メインの液晶パネル１１０を照明する光Ｌ２を白色としているが、液晶パ
ネルを照明する光を白色にするには、上述した例に限るものではなく、各種の組合せによ
り、白色光を得ることができる。ここで、白色光を得るためる各種の組合せ例を示す。
【００３８】
　（１）第１の例では、発光素子として青色を発光する発光素子を使用し、封止樹脂には
蛍光体を添加せず、白色化フィルムには黄色を発光する蛍光体を分散混入する。これによ
りメインの液晶表示パネルを白色光により照明することができる。この場合には、サブの
液晶表示パネルを青色光により照明することとなる。もちろん、サブの液晶表示パネルの
手前に、各種の色付フィルタ（顔料または蛍光体を分散した層を有するフィルタ）や特定
色光カットフィルタを備えることにより、色付フィルタにより付加した色の光や、特定色
光カットフィルタにより特定の色成分光をカットした色により、サブの液晶表示パネルを
照明することができる。
【００３９】
　（２）第２の例では、発光素子として青色を発光する発光素子を使用し、封止樹脂には
蛍光体を添加せず、白色化フィルムには赤色を発光する蛍光体と緑色を発光する蛍光体を
分散混入する。これによりメインの液晶表示パネルを白色光により照明することができる
。この場合には、サブの液晶表示パネルを青色光により照明することとなる。もちろん、
サブの液晶表示パネルの手前に、各種の色付フィルタや特定色光カットフィルタを備える
ことにより、色付フィルタにより付加した色の光や、特定色光カットフィルタにより特定
の色成分光をカットした色により、サブの液晶表示パネルを照明することができる。
【００４０】
　（３）第３の例では、発光素子として青色を発光する発光素子を使用し、封止樹脂に緑
色を発光する蛍光体を添加し、白色化フィルムに赤色を発光する蛍光体を分散混入する。
これによりメインの液晶表示パネルを白色光により照明することができる。この場合には
、サブの液晶表示パネルを青緑色光により照明することができる。もちろん、サブの液晶
表示パネルの手前に、特定色光カットフィルタを備えることにより、特定色光カットフィ
ルタにより特定の色成分光をカットした色により、サブの液晶表示パネルを照明すること
ができる。例えば、青カットフィルムを使用すればサブの液晶表示パネルを緑色照明する
ことができ、緑カットフィルムを使用すればサブの液晶表示デバイスを青色照明すること
ができる。
【００４１】
　上述した（１）～（３）の例は一例であり、各種の組合せとすることができる。また、
発光素子としては青色を発光する発光素子のみならず、近紫外光を発生する発光素子を使
用することもできる。要は、発光素子から発生する光が、蛍光体を励起することができる
波長の光であればよい。
【００４２】
　発光素子（ＬＥＤ素子）と封止材料に添加する蛍光体との組合せ例を、以下の表１に示
す。このような組合せを用いることにより、光源全体として各種の色の光を発生すること
ができる。
【００４３】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明の両面照明装置及び両面表示装置は、例えば、折り畳み式の携帯電話に用いるこ
とができる。すなわち、メインのカラー液晶表示パネルと、サブのモノクロの液晶表示パ
ネルが背中合わせに配置されている、携帯情報端末などの各種の電子機器の表示装置とし
て適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明を適用した、携帯電話の表示部を示す断面図である。
【図２】ＬＥＤ素子を用いた光源の構成を模式的に示す断面図である。
【図３】蛍光フィルム（白色化フィルム）を示す拡大断面図である。
【図４】折り畳み型の携帯電話の概要を示す模式図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１００　両面表示装置
　１０１　ケース
　１１０，１１１　液晶表示パネル
　２００　両面照明装置
　２１０　導光板
　２１１　上面



(10) JP 4751269 B2 2011.8.17

　２１２　下面
　２２０　光源
　２２１　ケース
　２２２　ＬＥＤ素子
　２２３　赤蛍光体
　２２４　封止樹脂
　２３０　蛍光フィルム（白色化フィルム）
　２４１，２４２，２４３，２４４　プリズムシート
　２５０　半透過反射板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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